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低次元磁性体混晶系の動的性質についての研究が最近盛んになりつつある｡本研究で

は,二種類の磁性イオンH, Ⅰから成る一次元古典/､イゼンベルグ磁性体混晶による中

性子非弾性散乱の微分断面積を計算する｡

系のノ､ミル トニアンを次のように書く:

N

Hニー∑Jト1,iS i_1･Sii=1 (1)

ここで左 -1,ikまi-1及び i番目のsiteを占める磁性イオンの種額によってJHH,JHI,

JIIなる値をとる.又 Siは大きさSi(- SH OrSI )のclassicalspinvectorであるO

vanHovel)によれば,計算すべき微分断面積は次のように与えられる:
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ここで<--･･>conf,<･･････>はそれぞれ配置平均,熱平均を示し,又 oe(- .gHOrgI)

は磁性イオンの g-fact｡rを示すO森の理論2)によれば, G(k,i)のラプラス変換

R (k,p)-∫Woe-ptG (k , i )di (5)

はF(k,a )の2n次のモーメント<W2n>kを用いて,連分数表示で表わされるoこ

こでは,Lovesey-Meserve3)に従ってR(k,p)を次のように近似する:
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この時,(2)式で与えられるd2omag/dOdwは次のように計算される:

d2omag
dfldw ∝F(k,GO)-2･Re[R(k,iw)]

2T(k)∂1(k)∂2(k)･ G(k,o)

(7)

(∂1(k)-W2)2+ T2(k)W2(∂1(k)+ ∂2(k)-W2)2

考えている混晶系に対するd2nG(k,i)/di2nlt=O は

意S言- tS?,Hip,一缶 <A% ,--< tA,Bip, (9)

(8)

ここで (--I.,･･-･･)pはpoissonbracKetなる関係4)を用いて d2nTe,8.m(i)/dt2li=｡
を同時刻のmany-Spincorrelationfunctionで表わし,その結果を以前に混晶系の静的性

質を計算した際に用いた方法5)で配置平均し,更にその結果をフーリエ変換して得られ

るOこの時,同時刻のmany･spincorrelationfunctionの計算には富田一増山の方法4)を

用いる｡

pureantiferromagnet(Jl-1,i-I<0)の場合3･4), チ-0の極限で<wZn>k -

[4J2S(S+1)･sin2k]nとな り,従 って T-0で ∂1(k)-4J2S(S+1)･sin2k,

∂2(k)=0となるoこのことは絶対零度の付近に於て,(8武 で与えられるd2omag/dndw

がO-wk…2刷 JL云(S+1)~･sinkでデルタ関数的なpeakを持つことを示してい

るo温度が上がるにつれてこのpeakは巾を持っようになり(勿論 peakの位置 もずれる),
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十分高温ではpeakは消えるo一方 impureantife,･romagnet(JHH,JHI,JII<0)の場合

には,T-0でG(k,0)… kBT･X(k)- pHPI･[･gH SH(SH+1)一 gⅠ√打
(5Ⅰ+1)

]2+o(kBT/lJHHl)6)(ここで 欄 は帯磁率,pH,PIEまそれぞれH,Ⅰ

イオンの濃度 ), d2G(k,i)/dt2lt=｡-0(kBT/LJHHl), d4G(k,i)/dt4L.=｡

-0(kBT/lJliHl)となる故, d20m｡g/dfldQ佃 kの値にかかわらずa,-Oで鋭い
を持つことになるo 温度が上がるにつれてこのpeakは急速に消え, d20m｡g/dflda,の

形は定性的にはpuresystemの場合と似た形のものになる｡
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6) k-7Tの場合を除くoこの場合には,T-,0でG(k-7T,0)-0(IJIm VkBT)

となる｡
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